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論文内容の要旨
高次元代数多様体の分類・構造論における基本的な問題は極小模型予想と豊富予想iζ集中している。 3
次元における極/J沖莫型予想が解決したのは比較的最近の乙とである。 3 次元における豊富予想は，まだ完
全に解決していなし」特に一般次元の豊富予想に対しては，まだほとんど結果がないのが現状である。そ
こで，一般次元において予想の本質的な性質を落とさないように単純化した場合に豊富予想の肯定的な解
決を与えた。証明で用いられた議論は，予想が一般の場合にも成り立つであろう微分幾何的な根拠を示唆
している。
得られた結果の正確な形は次の通り。
定理。 Xを局所的にはリッチ曲率の正負に従い直積に分解するコンパクトケーラー多様体とする。すな
わち Xの普遍被覆は正員lかっ等長的iζP XF xNとリッチ正，リッチ零， リッチ負な部分. P. F. N. の
直積に分解しているとする。乙のとき
1) 射影 P xF xN • F xN は全射正則写像X→Yをひきお乙す。乙乙でYは. F xNを普遍被覆に
もつコンパクトケーラー多様体。
2 )さらに射影FxN→Nは全射正則写像Y→ Zをひきお乙す。乙こでZ はコンパクトケーラー V一
多様体で.Nをv-多様体としての普遍被覆にもつ。
論文の題にあるリッチテンソノレが平行で、あるときが，定理の条件を満たす典型的な場合である。以下，
定理の証明の概略を述べる。
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リッチ正の成分P がコンパクトであることはすぐわかる。定理のりは乙れから従う。さらにリッチ零
の成分 Fはコンパクトな部分と複素ユークリッド空間 cn の直積に分解することが知られている結果から
比較的容易にわかる。乙の F の分解における cn の Yにおける像がコンパクトになっていないと仮定する
と ， Y上のある正則ベクトル束の正則切断が定まる乙とになるo 乙れが常に自明なものしかない ζ とを示
すために，正則ベクトル束の部分束における曲率減少の原理とボッホナーの消滅定理が用いられる。乙乙
で Nのリッチ曲率が負である乙とが必要になる。また乙の部分の議論は， Yの第一ベッチ数 b 1 C Y) が
零の場合にまず示し， b lCYì が正の場合は， カラビ予想の解を用いる乙とにより前者iと帰着させる。以
上により. F のYにおける像がコンパクトであることがわかり，定理の 2 )が従う。
論文審査の結果の要雷
傍す影)代数多様体の構造については次のことが予想されている:任意の代数多様体 Vは双有理同値を
除いて
(1) Fano 代数多様体;
(2) 数値的小平次元が O の極小代数多様体:
(3) 数値的小平次元が自身の次元と一致する極小代数多様体の積(ねじれた積も許して)に分解する。
乙れらの条件は非特異代数多様体の場合にはそれぞれ (1)'Ri c c i 曲率が正のケーラ一計量をもっ; (2)' 
Ri cci 曲率が O のケーラ一計量をもっ; (3)' Ri cci 曲率が負のケーラ一計量をもつこととほぼ同値である。
乙の予想は Vの次元が 1 または 2 のときには成立することが知られており. vの次元が 3 の場合は比較的
最近，森重文等によってほぼ解決された。しかし高次元の場合はまだ殆ど何もわかっていない。
榎君の論文は， vが一般次元のコンパクトケーラー多様体で平行なRicci 曲率をもっ場合に(1)' ， (2) う (3)'
の意味で乙の予想が成り立つことを証明したものである。証明のためには局所的分解から大域的分解を導
き出さなければならないので，種々の困難があるが，榎君はRicci 曲率正の多様体iζ関するMeyers の定
理，正則ベクトル束の切断に関する Bochner の消滅定理，変換群の軌道に関する構造定理. Cal abi 
予想の解決(乙れらはいずれも大域的定理である)等を有効に用いてこの問題の解決に成功したものであ
る。以上によって，乙の論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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